
2008 年度～2014 年度 

 和田四郎 2009 年 3 月『文型の意味』（研究叢書 第 44 冊）神戸市外国語大学外国学研究

所 

 内田聖二（編）2009 年 7 月『英語談話表現辞典』 東京：三省堂 

 大竹芳夫 2009 年 12 月『の（だ）に対応する英語の 構文』東京：くろしお出版 

 秋元実治（編）2010 年 3 月『Comment Clause の史的 研究―その機能と発達―』東京：英

潮社フェニッ クス 

 吉波弘・中澤和夫他（編）2010 年 5 月『英語研究の次世 代に向けて 秋元実治教授定年

退職記念論文集』 東京：ひつじ書房 

 東森勲（監訳）（五十嵐海理 他訳）2010 年 6 月『認 知と社会の語用論―統合的アプロー

チを求めて』 東京：ひつじ書房 

 安井 泉 2010 年 6 月『ことばから文化へ』東京:開拓社 

 柏野健次（編）2010 年 7 月『英語語法レファレンス』 東京：三省堂 

 柏野健次 2011 年 3 月『英語語法ライブラリ ペーパー バックが教えてくれた』東京：開

拓社 

 衣笠忠司 2010 年 10 月『Google 検索による英語語法 学習・研究法』東京：開拓社 

 児玉徳美 2010 年 10 月『いまあえて ことば・言語 分析・言語理論のあり方を問う』東

京：開拓社 

 Bert Cappelle and Naoaki Wada（eds.）2010 年 10 月 Distinctions in English Grammar Offered 

to Renaat Declerck.Tokyo:Kaitakusha 

 澤田治美・高見健一（編）2010 年 12 月『ことばの意 味と使用―日英語のダイナミズム』

東京：鳳書房 

 澤田治美（編）2010 年 12 月『語・文と文法カテゴリー の意味』（ひつじ意味論講座 第

1 巻）東京：ひつ じ書房 

 高橋勝忠 2011 年 3 月『英語学基礎講義 英語学って どんな学問？』東京：現代図書 

 八木克正 2011 年 5 月 『英語の疑問 新解決法 伝統 文法と言語理論を統合して』東京：

三省堂 

 澤田治美（編）2011 年 6 月『主観性と主体性』 （ひつじ意味論講座 第 5 巻）東京：ひ

つじ書房 

 田中 実（監修）2011 年 6 月『小学館 ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ英語 類語辞典』東京：小学館 

 安藤貞雄（編）2011 年 7 月『三省堂 英語イディオム・ 句動詞大辞典』東京：三省堂 

 内田聖二 2011 年 7 月 『語用論の射程 語から談話・ テクストへ』東京：研究社 

 八木克正 2011 年 10 月 『英語教育に役立つ 英語の 基礎知識 Q&A』東京：開拓社 

 菅山謙正（編）2011 年 11 月 KyotoWorkingPapersin EnglishandGeneralLinguistics. 東京：開

拓社 



 土屋知洋  2012 年 2 月  A Semantic-Syntactic Study on the Differences between the That-

Complement and theZeroThat-Complement. 東京：開拓社 

 塚本倫久 2012 年 5 月『プログレッシブ 英語コロ ケーション辞典』東京：小学館 

 衣笠忠司 2012 年 10 月『マンガ対訳本から学ぶ 日英対照英語表現研究』東京：開拓社 

 河野継代 2012 年 10 月 『英語の関係節』東京： 開拓社 

 井上永幸・赤野一郎（編）2013 年 1 月 『ウィズ ダム英和辞典』（第 3 版）東京：三省

堂 

 高橋勝忠. 2013 年 5 月『英語学基礎講義 英語学っ てどんな学問?』（第 2 版）東京：現

代図書 

 安井 泉 編著. 2013 年 7 月 『ルイス・キャロル ハ ンドブック―アリスの不思議な世

界』 東京： 七つ森書館 

 安井 泉 2013 年 9 月 『英語で楽しむ英国ファン タジー』東京：静山社. 内田聖二. 2013 

年 10 月 『ことばを読む心を読む： 認知語用論入門』東京：開拓社 

 衣笠忠司 2014 年 10 月『英語学習者のための Google・英辞郎検索術』東京：開拓社 

 澤田治美 2014 年 11 月『現代意味解釈講義』東京：開拓社 

 Demizu, Takanori 2015 年 3 月. Lexicalization Typology and Event Structure Templates: Toward 

Isomorphic Mapping between Macro-event and Syntactic Structures. Tokyo: Kaitakusha 

 深田智、西田光一、田村敏広（編）2015 年 3 月『言 語研究の視座』東京：開拓社 


